熊本市保育士等人材確保課題調査業務仕様書

１　業務の名称
　熊本市保育士等人材確保課題調査業務

２　業務の目的
本業務は、市内在住の保育士及び指定養成校の学生を対象にアンケート調査を実施し、保育士の就職・定着に関する実態や、職場環境等の改善に向けたニーズを把握するとともに、調査結果に基づき必要な支援策を検討することを目的とする。

３　委託期間
契約締結日から令和８年（２０２６年）9月30日まで

４　調査対象者（調査項目種別）
(1)　市内保育施設等に勤務している保育士
(2)　指定養成校の学生
・熊本市内の指定養成校に在籍していること。

５　調査数（配布先）
調査は配布先として、市内保育施設（認可外保育施設を含め全443園）、指定養成校（熊本市内６校）を通じて実施する。

６　調査方法
本調査は、調査対象者の属性及び連絡手段の状況に応じ、以下の方法により実施する。
(1)　市内在住の保育士については、市が保有する勤務先施設の連絡先情報を活用し、WEBアンケート調査（LoGoフォーム）へのリンクを送付する方法により実施する。
(2)　指定養成校の学生については、必要に応じてWEBによる回答を併用するなど、適切な運用を行うものとする。

７　アンケート調査項目
①　保育士の就業実態・経済状況
②　奨学金等の負担状況
③　就職・継続に関する意向
④　必要と考える支援内容
等を把握できる設問構成とすること。

・設問数は、回答者の負担に配慮した適切な分量とする。
・最終的な設問内容については、熊本市の承認を得たものを使用すること。

８　業務内容
(1)　アンケート調査票の作成支援
　　・調査内容及び調査項目については目的に沿った案を作成し、市と協議のうえ決定する。
(2)　アンケートの集計・分析
・回収した調査票及びWEBアンケート調査について、調査対象者区分ごとの単純集計を行う。
・単純集計に加え、現役保育士と学生の区分で比較できる集計を行うこと。
・また、各区分において、課題および必要な支援の上位項目を整理し、意向等の違いによって傾向が異なる点があれば示すこと。
・クロス集計の詳細は熊本市と受託業者との打ち合わせのもと決定すること。
・詳細な比較の区分については、受託者が案を作成し、市と協議のうえ決定する。
(3)　報告書作成
　　・分析コメントに、表・グラフを編集した報告書を作成する。
・内容
①結果（主な集計と必要な比較。）
②施策に向けた整理（支援対象や優先課題の整理。）
③施策提案（最低3つ程度。少なくとも、「支援対象」「支援内容」「期待　される効果」「課題と対策」を記載すること。）
その他、下記に掲げる成果品を作成する。

９　成果品
（1）製本報告書（PDF＋編集できる形式）
（2）集計表（電子データ）
単純集計及びクロス集計結果を含む集計表を、電子データにより提出すること。

10　業務スケジュール
　　令和８年７月　　　　　　調査票作成、回答フォーム構築等
　　令和８年８月　　　　　　調査票発送、データ集計、分析、
　　令和８年９月　　　　　　報告書作成
※上記スケジュールは現時点での目安であり、詳細は熊本市と協議のうえ調整するものとする。

11　その他
・アンケートの目標回収数（目標有効回収率）は、各調査対象ごとに信頼度95％、許容誤差±５％の精度を確保することを目標とする。
・受託業者は、本業務にて知りえた個人情報について、他に漏えいすることなく適切に処理しなくてはならない。
・受託業者は業務実施にあたり、アンケート対象者への直接のコンタクトを禁止する。
・本業務実施にあたり疑義が生じた場合は、委託者、受託業者協議のうえ業務を遂行する。
・アンケート調査や分析等の業務実績を有する者が業務に従事する体制を整え、本業務実施にあたることとする。
・受託業者は、両者打合せが必要となった際の迅速な対応を可能とする体制を整え、本業務実施にあたることとする。
・本委託業務契約締結後に契約額の増減が生じた場合、受託業者、熊本市協議のもと業務変更契約を行うこととする。
・本業務の全部又は主要な部分を第三者に再委託してはならない。ただし、熊本市が認めた場合はこの限りではない。

